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 天の川というのは、非常に遠い空間にある恒星の集

まりである。理論的には約 2000 億個の恒星が見えて

いるはずで、そう考えると「夜空は光で満たされる」

はずだ。しかし、太陽系から見た恒星は、あまりにも

遠く、あまりにも「疎」である。 

 

 この写真は「夏の大三角」付近の天の川の姿だ。恐

らく、部屋を暗くして、ＰＣモニター上で見た時が、

肉眼で天の川を見た様子に一番近いと思う。 
 よく星座の本や教科書に載っている天の川の写真

は、見た目よりもかなり明るく、誇張されて表現され

ている。たとえば、右上のような写真だ。長時間の露

光で撮影すると、等級の低い暗い星や、淡い星雲まで

写るので、このようになる。しかも、天の川自体が明

るく写っているので、手前の「暗黒物質」まではっき

りとわかる。目の良い人は、夏の大三角付近で、天の

川が２つに別れていることに気づくだろう。 
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